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ＲＩテーマ・・・・・・・・・・・・・・・・・・『ロータリーのマジック』 

地区スローガン・・・・・・・・・・・・・・・・『未来への架け橋をつくろう』 

本日 5月 27日のプログラム：岡山公安調査事務所「経済安全保障の確保に向けて」  
     

次回 6月 3日のプログラム：会員卓話  
坂本達也会員 原田周二会員 武田恒雄会員  
板本栄一会員 塩飽繁樹会員 楠隆行会員 

  
・・・・・・・・・第 3354回 2025年(令和 7年)5月 20日例会記録・・・・・・・・ 

★点鐘・司会 藤井会長  ★ソング それでこそロータリー  ★食事 とんかつ定食  ★天気 晴れ 
 
★会長挨拶 
吉岡家の方がお越しになられております。吉岡孝恭様。吉岡仁様。吉岡様からご挨拶がございます。よろ 
しくお願い致します。 

 本日の卓話はタウランガ RC創立 80周年記念式典出席報告です。私が式典の際に挨拶した事を申し上げま 
す。 

 タウランガロータリークラブ 80周年おめでとうございます。 
私は笠岡ロータリークラブ会長の藤井幸治です。みなさん笠岡市をご存知でしょうか？ 
カブトガニが有名で写真を撮る時にカブトガニーとスマイルします。 
笠岡ロータリークラブのメンバーを紹介します。枝木恭平会員と奥様の由美子様、孫の結さん、桝平一郎
会員と小見山直己会員です。枝木会員は家族と 1997年にフィジーにシェルターの建設に行きました。 
私が初めてタウランガを訪問したのは 2007年です。その時のとこはとてもよく覚えています。ロータリ
ークラブで訪問するとそのホスピタリティに感激しました。本日も歓迎くださりありがとうございます。 
笠岡ロータリークラブとタウランガロータリークラブの姉妹クラブの歴史はとても長く、始まりは 1981
年までさかのぼります。その後 1985年に、正式に笠岡ロータリークラブとタウランガロータリークラブ
の姉妹クラブ縁組となりました。ケン・アラン氏と酒井壽氏に心より敬意を評します。 
それからの周年事業や共同での寄付や奉仕活動でも交流を重ねました。また、2つの姉妹クラブ、タウラ 
ンガロータリークラブとブロードビーチロータリークラブと一つのマッチンググラントと合計で 5つの  
国際奉仕を行いました。 
また 1997年からは新世代の語学研修を始めました。多くの学生がお互いの文化や語学を学ぶことができ
ました。特にドンさんにはとても良くして頂き感謝申し上げます。私はケーティー、マーリン、ニッキー、
キミコ、ベッキー、アシリー、サマンサと 7人の学生のホームホストをしました。家がとても綺麗になっ
てよかったです。そして楽しかったです。ありがとうございました。 
しかしコロナが活動を妨げてました。現在も色々な問題で中断しています。今回の訪問でこれからの語学
研修についても話し合いを持ちたいと思います。私たちは長い歴史の中で多くの交流を行いました。永遠
に続くロータリークラブの活動で私たちの未来を考えていかなければなりません。 
2027年は笠岡ロータリークラブの 70周年の式典があります。皆様どうか笠岡へお越しください。 
80周年おめでとうございます。ありがとうございました。 

  
★会長報告  

・5/13（火）第 2回次年度委員長会議が笠岡グランドホテル光の間にて開催されました。出席された 
皆様、お疲れ様でした。 

  ・5/18（日）第 4回次期ガバナー補佐会並びにクラブ活性化ワークショップが米子にて開催され、枝木 
次年度ガバナー補佐、大山次年度会長、藤澤次年度幹事、片岡次年度国際奉仕委員長、原田次年度職 
業奉仕委員長が出席されました。お疲れ様でした。 

  ・5/22（木）国際ソロプチミスト笠岡チャリティーゴルフ大会が笠岡カントリー俱楽部にて開催されま 
す。参加される皆様、頑張って下さい。 
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★定例理事会報告 
第 1号議案：花見夜間例会事業報告書について承認されました。 
第 2号議案：親睦旅行事業計画書について承認されました。 
第 3号議案：第 2回 IDM事業計画書について承認されました。 
第 4号議案：ポリオデー事業計画書について承認されました。 
第 5号議案：新旧会長・幹事会会費について 

 枝木次年度ガバナー補佐、藤井会長、吉岡幹事、大山次年度会長、藤澤次年度幹事出席 
        会費 35,000円（7,000円×5名）を登録費より支出する事が承認されました。 

第 6号議案：会長・幹事慰労夜間例会事業計画書について承認されました。 
  第 7号議案：ミャンマー地震救援金のお願いについては保留となりました。  

第 8号議案：塩飽繁樹会員 春の叙勲（旭日双光章）お祝いについて 
        クラブ慶弔規定により銀盃を贈呈する事が承認されました。  

第 9号議案：リフレッシュ瀬戸内について 
      参加者はメークアップ扱いとする事が承認されました。 
第 10号議案：ポリオデーについて 
      参加者はメークアップ扱いとする事が承認されました。 

 
★持ち回り理事会報告 

第 1号議案：ミャンマー地震救援金のお願いについて 
47,000円（1,000円×47名）を寄付する 

       特別会費として 1,000円を会員から徴収する事が承認されました。 
 

本日はロータリー創立 120年と 87日にあたります。 
笠岡ロータリークラブは創立 68年と 336日にあたり第 3354回の例会です。 
 

★幹事報告 
＊その他連絡 
 ・ハイライトよねやま 302号がメールにて届きました。 

-メールで届いたものはご希望の方には転送致します- 
★委員会報告 
 清水親睦活動委員長：4クラブゴルフ大会再案内、出欠確認書再回覧  
           親睦旅行案内 
 金山社会奉仕委員長：ポリオデー案内、出欠確認書回覧 
           リフレッシュ瀬戸内案内、出欠確認書回覧 
 津田ロータリー情報委員長：第 2回 IDM案内、出欠確認書回覧 
 板本次年度親睦活動委員長：笠岡市ゴルフ協会会長杯親睦ゴルフ大会兼ワコー財団杯再案内 

出欠確認書再回覧 7/20（笠岡 CC） 
 藤澤次年度幹事：5/27例会終了後次年度理事会開催の案内 
  
★出席報告 

会員数(出席免除者) 出席者数(出席免除者) 出席率(%) 前々回(4月 22日)補正 
39+（8）＝47 32+（6）＝38 84.44% 84.44％⇒97.83％ 

当日欠席者 （7名）原田一成君・笠原孝方君・尾前伸幸君・小見山直己君・坂本亮平君・奥野慶大君・
柳生晋伸君 

  ZOOM出席者（0名） 
 前々回補填者（7名）坂本亮平君・金山真勝君・奥野慶大君・笠原孝方君・山河敏幸君・山本義和君・ 
           小堀秀男君 

★ＳＡＡ  
小林ガバナー補佐様から過分なスマイルを頂戴致しました。 
吉岡孝恭様、吉岡仁様から過分なスマイルを頂戴致しました。 
藤井幸治君・吉岡大介君・大山桂之君・藤澤晴康君：第 6グループガバナー補佐 小林柾弘様、ようこそ 
笠岡 RC の例会にお越し頂きました。ありがとうございます。さて本日はタウランガ RC 創立 80 周年記念式
典出席報告になります。よろしくお願い致します。 
塩飽繁樹君：春の叙勲で旭日双光章を受章させて頂き、先週皇居にて天皇陛下の拝謁を経験させて頂きまし
た。 
吉岡大介君：先日、叔父吉岡洋介を無事に御送りする事ができました。生前に皆様に大変お世話になりまし
た。故人になりかわり御礼申し上げます。ありがとうございました。 
山本國春君・中田智明君・金山真勝君・岡本吉弘君：早退します。 
 
★プログラム：桝平国際奉仕委員長「タウランガ RC創立 80周年記念式典出席報告」 
 
★ゲスト  ：おられません  
 
★ビジター : 国際ロータリー第 2690地区 第 6グループガバナー補佐 小林柾弘様 



★プログラム予定  ＊会員卓話は順番等変更になる場合があります。 
 6/10 会長・幹事・理事役員・委員長「一年を振り返って」 
 6/17 理事役員・委員長「一年を振り返って」 

会員卓話 奥野慶大会員 久我久徳会員 坂本亮平会員 柳生晋伸会員 山河敏幸会員  
 6/24 会長幹事慰労夜間例会 

会員卓話 山本國春会員 岡本吉弘会員 吉本直樹会員 宇野圴惠会員 藤井幸治会員 
                   
★行事予定  
 5/27   第 2回 IDM（若よし番町店） 
 6/7    新旧会長幹事会（新見市内） 
 6/8    親睦旅行（出雲方面） 
 6/12   第 5回地区行動計画推進リーダー研修（オンライン） 
 6/15   リフレッシュ瀬戸内 
 6/16   ポリオデー 
 6/29   4クラブゴルフ大会（吉備 CC） 
 
★配布物  卓話資料 
 
 四つのテスト : 真実かどうか みんなに公平か 好意と友情を深めるか みんなのためになるかどうか
 
 
 


